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１．調査の概要                                     

調査目的 

スポーツと健康に関する市民の意識や実践状況、施策ニーズ等を把握するとともに、

過去に本市で実施した調査や国などが実施した調査の結果との比較を行い、今後のス

ポーツ推進施策を考える上での基礎的資料とするために実施しました。 

調査対象 
20 歳以上の市民 男女 計 5,000 名 

※住民基本台帳（外国人住民を含む）から層化３段無作為抽出により抽出） 

調査方法 調査票を郵送し、無記名自記式で回答のうえ返信してもらいました。 

調査期間 ４月 16 日（木）から４月 30 日（木）まで 

回収状況 

発送数 5,000 件（うち調査票到達数 4,939 件、調査票不達数 61 件） 

回収数 1,826 件（うち有効回答数  1,824 件、無効回答数    ２件） 

 ※有効回答率 36.5％ 

【参考】過去調査の有効回答率   【本資料のみかた】 

平成 22 年調査：40.4％ 

 ※郵送法 

平成 17 年調査：41.0％ 

 ※郵送法 

平成 10 年調査：39.0％ 

 ※郵送法  

平成   ４年調査：58.6％ 

 ※直接配布・回収、郵送法を併用 

 ○ 調査結果の集計構成比(％)は小数点以下第２位を四捨五入し算出して

いるため、内訳の合計が必ずしも 100％とならない場合があります。 

○ 各設問の「その他の内容」や自由回答意見で紹介した内容については、

おおむね調査票に記述された原文を尊重し、記載しています。 

○ 今回の調査データと比較した国及び他都市の調査データの名称は以下

の通りです。 

・文部科学省「体力・スポーツに関する世論調査」（平成 25年１月実施） 

・大阪府クイック・リサーチ「おおさかＱネット」 

「「府民の運動・スポーツ」に関するアンケート」(平成 27年２～３月実施) 

 

 

２．運動・スポーツに対する市民の意識                        

①健康・スポーツに対する意識 

■ 「運動不足」と感じている人が年々増加している一方で、運動やスポーツをみることが好きな人・ 

自分ですることが好きな人は前回調査より減少傾向にある。 

○ ふだんの運動不足度については、回を追うごとに「運動不足」を感じている人の割合が増える傾

向が見られます。さらに、国の調査結果と比較しても、本市は「運動不足」と自己評価する人が高

い水準にあります。 
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○ 運動やスポーツに対する印象については、運動やスポーツを「みることが好き」と回答した人は

65.6％、「自分ですることが好き」と回答した人が 46.8％となっており、平成 22 年調査と比べて

いずれも少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ これらのことから、市民の健康・スポーツに対する意識や関心は、前回調査よりも低い傾向にあ

ると考えられます。 

 

②健康・スポーツに対する取組姿勢 

■ 好きなことができる時間（自由時間）に運動やスポーツをする人は20％程度に止まり、健康のために

運動やスポーツをする人が年々減少。日頃から意識して運動やスポーツをする人が減少傾向にある。 

○ 好きなことができる時間（自由時間）については、平日では「のんびりと休養する」(51.0％)、

「ラジオを聞いたり、テレビを見たりする」(49.9％)が多く、「運動やスポーツなど体を動かす」

は 21.5％と、前回調査（21.9％）とほぼ同じ水準です。また、女性は「運動やスポーツなど体を

動かす」への回答が少なく、特に、女性 20～39 歳(6.7％)、女性 40～64 歳(16.6％)は少なくなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 健康を保つために心がけていることとしては、「睡眠・休養を十分にとる」、「栄養や食事に気を

つける」、「規則正しい生活をする」が 40％以上の回答を得ており多い一方、「運動やスポーツをす

る」と回答した人は 22.5％に止まります。また、平成 17 年調査では 33.4％、平成 22 年調査では

23.8％と、回を追うごとに「運動やスポーツをする」と回答する人は少なくなっています。 

○ これらのことから、日頃から意識して運動やスポーツをする人が少ない傾向にあると考えられます。 
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３．運動・スポーツの実施状況、今後の取組意向                       

①この１年間で行った運動・スポーツ、今後行いたい運動・スポーツ 

■ １年間で何らかの運動・スポーツを行った人は 75.7％。この１年間で行った運動・スポーツ、今後行

いたい運動・スポーツともに、散歩・ウォーキングが最も多く、第２位は年齢・性別により異なる。 

○ この１年間で何らかの運動・スポーツを行った人は 75.7％となっており、大阪府の調査結果よ

りも 2.9 ポイント高い一方、国の調査結果よりも 5.2 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ この１年間で行った運動・スポーツの種目としては、全ての性別・年齢において「散歩、ウォー

キング」が他よりも突出して多くなっています。また、第２位をみると、男性 20～39 歳は「ジョ

ギング、ランニング」、男性 40 歳以上は「ゴルフ（コース・練習場）」、女性では全ての年齢層にお

いて「ストレッチ、ラジオ体操、なわとび」となっています。 

【性別・年齢別にみるこの１年間で行った運動やスポーツ】 

順位 回答者全体（N=1,824） 回答率 男性全体（N=828） 回答率 女性全体（N=965） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 62.2% 散歩、ウォーキング 58.3% 散歩、ウォーキング 65.4% 

2 ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 21.0% ゴルフ（コース・練習場） 20.0% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 27.4% 

3 ボウリング、ビリヤード、ダーツ 14.5% ジョギング、ランニング 17.3% 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 13.1% 

4 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 14.3% ボウリング、ビリヤード、ダーツ 16.8% ボウリング、ビリヤード、ダーツ 12.5% 

5 
海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 12.3% 

海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 16.7% 

太極拳､ヨーガ､チューブ体操､
その他体操 11.2% 
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順位 男性 20～39 歳（N=209） 回答率 男性 40～64 歳（N=419） 回答率 男性 65 歳以上（N=199） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 57.4% 散歩、ウォーキング 55.8% 散歩、ウォーキング 64.3% 

2 ジョギング、ランニング 32.1% ゴルフ（コース・練習場） 22.2% ゴルフ（コース・練習場） 21.1% 

3 ボウリング、ビリヤード、ダーツ 27.8% 
海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 19.6% ハイキング、登山、クライミング 14.1% 

4 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 25.4% ボウリング、ビリヤード、ダーツ 16.7% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 13.1% 

5 サッカー、フットサル 23.9% ジョギング、ランニング 15.8% 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 10.6% 

 

順位 女性 20～39 歳（N=313） 回答率 女性 40～64 歳（N=489） 回答率 女性 65 歳以上（N=160） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 71.2% 散歩、ウォーキング 65.4% 散歩、ウォーキング 53.8% 

2 ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 31.6% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 28.2% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 16.3% 

3 ボウリング、ビリヤード、ダーツ 19.5% 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 12.3% 

筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 15.0% 

4 
海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 14.7% 

太極拳､ヨーガ､チューブ体操､
その他体操 12.1% ハイキング、登山、クライミング 15.0% 

5 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 13.1% ボウリング、ビリヤード、ダーツ 10.8% 水泳、水中歩行、アクアビクス 8.1% 

 

○ 今後行いたい運動・スポーツの種目としては、「散歩、ウォーキング」が最も多く、次いで、「筋

力トレーニング、器具を使った有酸素運動」、「水泳、水中歩行、アクアビクス」、「ハイキング、登

山、クライミング」、「ジョギング、ランニング」と続きます。また、第２位をみると、男性 20～

64 歳は「筋力トレーニング、器具を使った有酸素運動」、男性 65 歳以上は「ゴルフ（コース・練

習場）」、女性の 20～39 歳及び 65 歳以上は「水泳、水中歩行、アクアビクス」、女性 40～64 歳は「太

極拳、ヨーガ、チューブ体操、その他体操」となっています。 

【性別・年齢別にみる今後行いたい運動・スポーツ】 

順位 回答者全体（N=1,657） 回答率 男性全体（N=757） 回答率 女性全体（N=872） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 54.9% 散歩、ウォーキング 51.3% 散歩、ウォーキング 58.1% 

2 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 25.5% 筋力トレーニング、器具を使っ

た有酸素運動 27.2% 水泳、水中歩行、アクアビクス 26.3% 

3 水泳、水中歩行、アクアビクス 22.0% ゴルフ（コース・練習場） 23.6% 
太極拳､ヨーガ､チューブ体操､
その他体操 26.0% 

4 ハイキング、登山、クライミング 20.8% ハイキング、登山、クライミング 21.0% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 25.2% 

5 ジョギング、ランニング 17.7% 海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 20.1% 

筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 24.0% 

 

順位 男性 20～39 歳（N=194） 回答率 男性 40～64 歳（N=388） 回答率 男性 65 歳以上（N=174） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 32.5% 散歩、ウォーキング 54.9% 散歩、ウォーキング 63.8% 

2 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 29.4% 

筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 29.4% ゴルフ（コース・練習場） 21.3% 

3 サッカー、フットサル 26.8% ゴルフ（コース・練習場） 25.3% 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 20.1% 

4 ジョギング、ランニング 25.8% ハイキング、登山、クライミング 24.5% ハイキング、登山、クライミング 16.7% 

5 ボウリング、ビリヤード、ダーツ 23.7% 
海水浴、釣り、キャンプなどの
野外活動 23.7% 水泳、水中歩行、アクアビクス 14.4% 

 野球、ソフトボール 23.7%     
 

順位 女性 20～39 歳（N=298） 回答率 女性 40～64 歳（N=459） 回答率 女性 65 歳以上（N=112） 回答率 

1 散歩、ウォーキング 55.7% 散歩、ウォーキング 59.5% 散歩、ウォーキング 58.9% 

2 水泳、水中歩行、アクアビクス 34.2% 
太極拳､ヨーガ､チューブ体操､
その他体操 28.3% 水泳、水中歩行、アクアビクス 23.2% 

3 
太極拳､ヨーガ､チューブ体操､
その他体操 27.5% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 27.7% 

筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 21.4% 

4 ハイキング、登山、クライミング 25.2% 
筋力トレーニング、器具を使っ
た有酸素運動 27.5% ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 19.6% 

5 ストレッチ、ラジオ体操、なわとび 23.8% 水泳、水中歩行、アクアビクス 22.0% ハイキング、登山、クライミング 17.9% 
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②運動・スポーツを行っている人の割合 

■ 週１日以上、運動・スポーツを行った人は 47.3％と前回調査より大幅に増加。実施頻度の増加、ウォ

ーキングやストレッチ等を行う人の増加、実施時間の短時間化の傾向が見られる。 

○ 性別・年齢別に本市の実際の人口に当てはめた「スポーツ実施率」（成人の週１回以上運動をし

ている人の割合）は 47.3％となり、平成 22 年調査（33.4％）と比べて大幅に増加しています。ま

た、スポーツ実施率を国の調査結果と比較すると、国よりも 1.6 ポイント、政令指定都市の平均よ

りも 0.9 ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ この１年間で行った運動・スポーツを前回調査と比較すると、「散歩、ウォーキング」「ストレッ

チ、ラジオ体操、なわとび」の２項目は今回調査の方が回答の割合が大きく、これらの運動・スポ

ーツを行った人の増えたことが、スポーツ実施率の向上につながったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ １回あたりの運動やスポーツを行う時間については、「30 分以上１時間未満」が 34.8％と最も多

く、次いで、「１時間以上２時間未満」(27.8％)と続きます。さらに、平成 22年調査の第１位は「１

時間以上２時間未満」が 37.5％と最も多く、今回調査の方が１回あたりの運動やスポーツを行う時

間が短い傾向が見られます。 
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10%

20%

30%

40%

50%

平成17年調査

(N=821)

平成22年調査

(N=2,022)

今回調査

(N=1,824)

平成25年国調査

(N=1,897)

平成25年国調査

政令市(N=359)

堺市におけるスポーツ実施率（過去の調査結果や国の調査結果との比較）

週１～２日

週３日以上

47.3%

33.4%31.6%

48.9% 48.2%
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③運動・スポーツを行っている人の実施傾向 

■ 運動・スポーツを行う理由は、楽しみ・気晴らし・ストレス解消、健康づくりや体力づくり、運動不

足を感じるため。自分ひとりで、若しくは友人や知人、家族と一緒に行う人が多い。 

○ 運動・スポーツを行う理由としては、「楽しみ・気晴らし・ストレス解消として」が 60.0％と最

も多く、次いで「健康づくりや体力づくりのため」「運動不足を感じるから」と続きます。また、

65 歳以上の男女では、「健康づくりや体力づくりのため」が第１位であるほか、「運動不足を感じ

るから」が女性 40～64 歳で、「美容や肥満解消のため」が女性 20～64 歳で、「家族とのふれあいと

して」が女性 20～39 歳で、それぞれ他よりも回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 運動・スポーツを始めたきっかけとしては、「健康、体力維持のため」「成人する前から親しんで

いた」が 30％を超えており、多くなっています。また、男性 20～39 歳では「成人する前から親し

んでいた」が第１位になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 運動・スポーツを一緒に行った人としては、「自分ひとり」、「友人や知人」、「家族」が 30％を超

えており、多くなっています。男性 20～64 歳で「仕事関係の人」や「職場関係のクラブや同好会」

への回答が多く、働き盛りの男性は仕事で知り合った人と運動やスポーツをする機会が多いという

傾向が見られます。また、女性 20～64 歳では「家族」が他よりも回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0%

54.1%

47.1%

26.2%

20.4%

14.0%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

楽しみ、気晴らし、ストレス解消として

健康づくりや体力づくりのため

運動不足を感じるから

友人・仲間との交流として

美容や肥満解消のため

家族とのふれあいとして

自己の記録や能力を向上させるため

運動やスポーツを行う理由(上位７項目) (N=1,424)

男性 65 歳以上 70.0％ 

女性 65 歳以上 62.7％ 

女性 40～64 歳 53.1％ 

女性 20～39 歳 28.7％ 

女性 40～64 歳 32.3％ 

女性 20～39 歳 24.8％ 

55.7%

35.4%

34.2%

11.4%

6.4%

4.6%

4.0%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分ひとり

友人や知人

家族

仕事関係の人

地域のクラブや同好会

近所の人

民間スポーツ施設などの会員制のクラブ

職場関係のクラブや同好会

運動やスポーツを一緒に行った人(上位８項目) (N=1,424)

男性 20～39 歳 21.7％ 

男性 40～64 歳 21.8％ 

女性 20～39 歳 45.0％ 

女性 40～64 歳 42.1％ 

男性 20～39 歳 8.3％ 

男性 40～64 歳 6.6％ 

45.9%

30.9%

19.2%

16.5%

10.3%

8.7%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

健康、体力維持のため

成人する前から親しんでいた

友人や近所の人などに誘われた

ダイエットのため

家族に誘われた

仕事の関係で

医師や保健師などからの指導を受けて

運動やスポーツを始めたきっかけ(上位７項目) (N=1,424)

男性 20～39 歳 51.1％ 

男性 40～64 歳 43.8％ 

男性 65 歳以上 63.3％ 

女性 20～39 歳 35.7％ 

女性 40～64 歳 52.5％ 

女性 65 歳以上 64.7％ 
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④運動・スポーツを行っていない人の運動・スポーツに対する意識及び今後の実施意向 

■ 運動・スポーツに対する関心が低い人、苦手意識を持つ人が多い。今後、運動・スポーツを行いたい

人は 69.6％に及び、始めるためのきっかけは多種多様である。 

○ この１年間に運動・スポーツをしなかった理由としては、「仕事(家事･育児)が忙しくて時間がな

いから」が 38.8％と最も多く、次いで「機会がなかったから｣｢年をとったから」と続きます。また、

「運動やスポーツに興味・関心がないから」と「特に理由はない」の合計が 30％強に及び、運動や

スポーツをしない人の中には、運動やスポーツに対して関心を持たない人が多いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 運動・スポーツなどで体を動かすことについては、運動をしている人は 60％以上が「得意」と

自己評価している一方、運動をしていない人は 67.3％が「苦手」と自己評価しており、運動をし

ている人としていない人で大きな差が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 一方、この１年間運動をしていない人のうち、今後運動やスポーツがしたいと考える人が 69.6％

に及んでおり、実施意向がある人は多いと考えられます。また、運動やスポーツを始めるきっかけ

としては、「安価に実施できるのであれば」「近場にスポーツができる場所があれば」「多種多様な

スポーツ教室があれば」「時間の余裕があれば」など、多種多様なきっかけがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

18.0%

19.1%

17.2%

6.3%

44.4%

46.0%

43.7%

24.5%

28.6%

26.9%

30.7%

36.7%

8.7%

7.4%

7.1%

30.6%

0.4%

0.5%

1.2%

1.8%

週３日以上（N=462）

週１～２日（N=376）

月３日以下（N=407）

運動をしていない（N=379）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運動やスポーツなどで体を動かすことは得意か（運動・スポーツの実施日数別）

得意なほう どちらかといえば得意なほう どちらかといえば苦手なほう 苦手なほう 無回答

38.8%

26.1%

20.3%

14.2%

12.9%

11.9%

19.3%

31.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事（家事・育児）が忙しくて時間がないから

機会がなかったから

年をとったから

運動やスポーツは好きではないから

お金がかかるから

運動やスポーツに興味・関心がないから

特に理由はない

「運動やスポーツに興味・関心がないから」「特に理由はない」の合計

運動やスポーツをしなかった理由（回答の多かった７項目） (N=379)

34.0% 35.6% 30.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今後の運動やスポーツの実施についての意向（運動をしていない人）

運動やスポーツをしたい、または新たに始めたい 運動やスポーツはしたいと思うが、今後もできないと思う その他、無回答

(N=379)

今後、運動やスポーツがしたいと考える 69.6% 
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⑤運動やスポーツ、健康づくりに取り組む際の情報源、知りたい情報 

■ 性別・年齢別により、運動やスポーツ、健康づくりに取り組む際の情報源、知りたい情報が異なる。 

○ 運動やスポーツ、健康づくりに取り組む際の情報源としては、回答者全体では「広報さかいや行

政のチラシ・パンフレット」が 34.5％と最も多く、次いで「インターネット」「テレビ・ラジオな

ど」「新聞や雑誌、本など」、「家族や知人・友人からの情報」と続きます。また、女性 40 歳以上は

「広報さかいや行政のチラシ・パンフレット」が、男性 20～64 歳は「インターネット」が、男性

65 歳以上「新聞や雑誌、本など」が、女性 20～39 歳は「家族や知人・友人からの情報」がそれぞ

れ他よりも多く、性別・年齢別により異なる傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 情報を得たい・講座等で学んでみたい運動やスポーツ、健康づくりとしては、回答者全体では「体

力などに応じた効果的で無理のない運動方法」が 34.9％と多く、次いで、「気軽に行える運動・ス

ポーツの情報」「生活習慣病予防を目的とした運動指導」と続きます。また、男性 20～39 歳は「ト

ップアスリートとのふれあい、指導」が、女性 20～39 歳は「気軽に行える運動・スポーツの情報」

が、40 歳以上の男女では「体力などに応じた効果的で無理のない運動方法」がそれぞれ第１位に

なっており、性別・年齢別により異なる傾向が見られます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥運動・スポーツを行う施設や場所の利用状況 

■ 施設や場所が確保しづらい傾向にあり、特に確保しづらい種目も見られる。施設や場所が確保しづら

い区では、施設や場所の利用が少なく、スポーツ行事への関心も低い。 

○ 運動・スポーツを行う施設や場所の確保状況については、施設や場所の確保に苦労していると回

答した人が 18.5％見られ、平成 22 年調査よりも 3.5 ポイント多くなっています。また、運動・ス

ポーツの種目の中では、「バレーボール、ソフトバレーボール」「野球、ソフトボール」「サッカー、

フットサル」「テニス、ソフトテニス」において、施設や場所の確保に苦労していると回答した人

が特に多くなっています。さらに、７区別にみると、東区で、施設や場所の確保に苦労している人

が多くなっています。 

34.5%

27.4%

23.7%

23.1%

22.9%

13.1%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

広報さかいや行政のチラシ・パンフレット

インターネット

テレビ・ラジオなど

新聞や雑誌、本など

家族や知人・友人からの情報

電車・バスなどに貼られた広告

スポーツ関係施設や会場

運動やスポーツ、健康づくりに取り組む際の情報源(上位７項目) (N=1824)

女性 40～64 歳 48.3％ 

女性 65 歳以上 48.1％ 

男性 20～39 歳 44.5％ 

男性 40～64 歳 36.3％ 

男性 65 歳以上 31.2％ 

 女性 20～39 歳 32.6％ 

 

34.9%

31.1%

25.7%

12.5%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

体力などに応じた効果的で無理のない運動方法

気軽に行える運動・スポーツの情報

生活習慣病予防を目的とした運動指導

トップアスリートとのふれあい、指導

子どもの体力づくり・青少年育成の方法

情報を得たい・学んでみたい運動やスポーツ、健康づくり(上位５項目) (N=1,824)

女性 20～39 歳 39.9％ 

 

男性 40～64 歳 34.6％ 

男性 65 歳以上 37.2％

女性 40～64 歳 46.2％ 

女性 65 歳以上 36.9％ 

男性 20～39 歳 21.5％ 
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○ 利用したことのある市内の施設や場所の中では、「公園や野外活動施設」「体育館」が多い一方、

「利用したことのある施設はない」と回答した人も 42.7％に及んでいます。また、７区別にみる

と、東区及び中区では、利用したことのある施設はない人は 50％前後に及び、他の区よりも多い

一方、美原区は 28.1％に止まり、少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 参加してみたい市や区単位、町内会でのスポーツ行事については、７区別にみると、東区で「特

に参加したい行事はない」が、他よりも回答の多い傾向が見られます。 

 

 

⑦各種教室やクラブ、同好会、スポーツ行事への参加意向、関心度 

■ 各種教室は 34.0％、クラブ、同好会は 49.5％の人に参加意向がある。性別や年齢、就労状況により、

関心のある各種教室やクラブ、同好会、スポーツ行事は異なる傾向が見られる。 

○ 運動やスポーツに関する各種教室への参加意向については、「参加してみたい」人は 34.0％に及

びます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 好きな運動やスポーツに関するクラブ、同好会への加入意向については、クラブ、同好会などに

すでに入っている若しくは入ってみたい、関心があると回答した人は 49.5％と、平成 22 年調査

（69.1％）と比べて加入意向は低くなっています。 

 

 

31.0%

31.5%

37.4%

38.3%

12.5%

10.6%

6.0%

4.4%

13.1%

15.2%

今回調査

(N=1,424)

平成22年調査

(N=1,519)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運動やスポーツを行う施設や場所の確保の状況(前回調査との比較)

いつでも確保できている だいたい確保できている 確保できないことがある 非常に苦労している 無回答

施設や場所の確
保に苦労 18.5% 

24.9%

19.0%

8.4%

7.7%

6.7%

6.7%

42.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公園や野外活動施設

体育館

運動広場

学校の体育館

その他の公共施設

Ｊ－ＧＲＥＥＮ堺

利用したことのある施設はない

運動やスポーツを行った市内の施設や場所

（回答の多かった７項目）
(N=1,424)

41.5%

48.0%

50.6%

40.7%

44.8%

39.3%

28.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

堺区(N=229)

中区(N=204)

東区(N=162)

西区(N=241)

南区(N=248)

北区(N=272)

美原区(N=64)

市内の運動やスポーツの施設を

利用したことがない人の割合（区別比較）

34.0% 57.4%

2.1%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運動やスポーツに関する各種教室への参加意向

参加してみたい 参加したいとは思わない その他 無回答

(N=1,657)
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○ 関心があるクラブ、同好会については、「子どもから高齢者までが交流する「総合型地域スポー

ツクラブ」」が最も多く、次いで「地域の仲間でつくるクラブや同好会」と続きます。男性は「地

域の仲間でつくるクラブや同好会」が、女性は「子どもから高齢者までが交流する「総合型地域ス

ポーツクラブ」」がそれぞれ第１位となっており、性別により異なる傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 参加してみたい市や区単位、町内会でのスポーツ行事としては、「健康づくり行事（ウォーキン

グ､ジョギング､ランニング､健康祭）」が最も多く、次いで「野外活動（ハイキング、キャンプ、サ

イクリングなど）」、「レクリエーション（運動会やスポーツ祭、スポーツ大会など）」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ また、性別・年齢別、就労状況別といった属性別に、参加してみたいスポーツ行事はそれぞれ異

なり、以下のように、複数の属性で回答の多い選択項目がいくつか見られます。スポーツ行事の企

画・運営においては、それぞれのライフスタイルや行動パターンに沿った対応が望まれているもの

と考えられます。 

選択項目（回答者全体の多い順） 回答の多い属性 

健康づくり関係行事（ウォーキング、ジョギング、ランニング、健康祭など） 40歳以上の男女／男性非就労者 

レクリエーション（運動会やスポーツ祭、スポーツ大会など） 20～39歳の男女／学生 

体力テスト、スポーツテスト 男性 20～39歳／学生 

スポーツ教室、スポーツ講習会 女性 40～64歳／女性就労者／学生 

ラジオ体操 女性 40歳以上／女性非就労者 

9.7%

16.0%

3.8%

5.4%

36.0%

47.7%

42.9%

27.6%

0.7%

0.7%

6.8%

2.6%

今回調査

(N=1,657)

平成22年調査

(N=1,397)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

好きな運動やスポーツに関するクラブ、同好会への加入意向(前回調査との比較)

すでに入っており、今後も続けたい すぐにでも入りたい
すぐに入ろうとは思わないが、関心はある 入ってみたいとは思わない
その他 無回答

クラブ、同好会などに入っている、入ってみたい、関心がある 49.5% 

34.2%

32.0%

21.0%

11.3%

7.3%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもから高齢者までが交流する「総合型地域スポーツクラブ」

地域の仲間でつくるクラブや同好会

民間スポーツ施設などの会員制のクラブ

堺市や大阪府内の競技団体・クラブ

職場関係のクラブや同好会

学校関係のクラブや同好会

関心があるクラブ、同好会(上位６項目) (N=838)

26.1%

21.3%

19.0%

14.7%

13.9%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

健康づくり関係行事（ｳｫｰｷﾝｸﾞ､ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ､ﾗﾝﾆﾝｸﾞ､健康祭など）

野外活動（ﾊｲｷﾝｸﾞ､ｷｬﾝﾌﾟ、ｻｲｸﾘﾝｸﾞなど)

レクリエーション(運動会やスポーツ祭、スポーツ大会など)

体力テスト、スポーツテスト

スポーツ教室、スポーツ講習会

ラジオ体操

参加してみたい市や区単位、町内会でのスポーツ行事(上位６項目) (N=1,824)

男性    38.2％ 

女性    38.4％ 
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４．堺市における今後のスポーツ推進に向けた市民ニーズ   

①スポーツ推進の取り組みに関する認知度、情報発信に対するニーズ 

■ 本市のスポーツイベント・教室、スポーツ推進に向けた取組への認知度が低い。多様な属性に必要な

情報を届けるための情報発信の充実・強化が望まれている。 

○ 本市で開催される主な６つのスポーツイベント・教室の参加状況について、６つの中では参加者

が比較的多い「体育館などでのスポーツ教室」、「堺市民オリンピック」を除くと、参加したことが

ある人は 5％に満たない結果となっています。また、６つのスポーツイベント・教室とも、参加し

たことがない理由として「開催されていることを知らない」といった回答が見られます。 

○ スポーツイベント・教室に対する意見としては、情報発信の強化やレベル別クラス別教室の充実、

色んな人が参加できる曜日・時間の設定、近場でのスポーツイベント・教室の開催、企画の改善・

質の向上などがあり、特に情報発信については、電車・バス内や駅広告、スマートフォン、ＳＮＳ

（インスタグラム、Facebook など）といった媒体による発信を求める意見が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本市のスポーツ推進に関する取組の認知度については、最も認知度の高い「市民オリンピックな

ど、各種スポーツ大会の開催」でも 31.4％に止まる一方、選択項目としてあげた取組について「知

っているものはない」と回答した人が 35.0％に及び、全般的に認知度は低いと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7%

9.3%

1.2%

2.3%

4.1%

1.2%

72.6%

75.8%

83.2%

81.6%

80.4%

82.9%

13.6%

14.8%

15.4%

16.0%

15.4%

15.9%

体育館などでのスポーツ教室

堺市民オリンピック

堺ツーデーマーチ

スポーツフェスティバル in 堺

堺市民マラソン

泉州国際市民マラソン

0% 20% 40% 60% 80% 100%

堺市で開催されるスポーツイベント・教室の参加状況

参加したことがある 参加したことがない 無回答

(N=1,824)

31.4%

28.1%

25.7%

20.9%

9.2%

6.9%

4.3%

4.3%

2.4%

1.7%

35.0%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40%

市民オリンピックなど、各種スポーツ大会の開催

体育館、スポーツセンターの運営

体育館などでの各種スポーツ教室やセミナーの開催

堺ブレイザーズやセレッソ大阪などとの連携事業、優待観戦デーなどの実施

堺市スポーツ施設情報システム(オーパス)による情報提供、利用手続き

体育協会やスポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブなど各種団体の育成・支援

体育館でのニュースポーツ用具の貸し出し

スポーツに関わる功績・功労者、団体等の表彰・顕彰

スポーツ指導者養成講座や健康スポーツリーダーバンクなど、指導者の育成・派遣

競技スポーツの全国大会等出場者への奨励金交付制度

知っているものはない

無回答

堺市のスポーツ振興の取り組みとして、知っているもの (N=1,824)
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○ この他に、本市の公共スポーツ施設の数と質に対する意見や、本市に対する自由回答意見の中で

も、広報や情報提供の充実・強化に対する意見が複数寄せられています。これらのことから、性別・

年齢別や、運動をしている人としていない人など、多様な属性に必要な情報が届くような取組が望

まれているものと考えられます。 

 

■ ラグビーワールドカップ2019や2020年東京オリンピック・パラリンピック、関西ワールドマスターズゲ

ームズ 2021 の開催にあたっては、行政等に「地域の活性化」や「シティプロモーション」、「観光推

進」を期待している。 

○ 「ラグビーワールドカップ 2019」「2020 年東京オリンピック・パラリンピック」の開催にあたり

行政などに期待することとしては、「地域の活性化」が 44.7％と最も多く、次いで「国内外への「堺」

のＰＲ」「スポーツを活かした観光施策」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生涯スポーツの世界最高峰の国際総合競技大会である「関西ワールドマスターズゲームズ 2021」

の開催にあたり、行政等に期待することとしては、「地域の活性化」が 40.2％と最も多く、次いで

「国内外への「堺」のＰＲ」「スポーツを活かした観光施策」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運動・スポーツを行う施設や場所に対するニーズ 

■ 属性別に、公共スポーツ施設に望むことは異なり、それぞれのライフスタイルや行動パターンに沿っ

た施設整備が望まれているものと考えられる。 

○ 本市内の公共スポーツ施設に望むこととしては、「利用料金を安くしてほしい」（39.0％）、「身近

に利用できるように施設を増やす」（37.8％）の２項目が他よりも多く、次いで「早朝、夜間など、

利用時間帯を拡大する」「利用手続きや料金の支払い方法を簡潔にしてほしい」「初心者向けのスポ

ーツ教室やスポーツ行事を充実する」と続き、多様なニーズが見られます。 

40.2%

21.0%

16.9%

11.3%

6.4%

31.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の活性化

国内外への「堺」のＰＲ

スポーツを活かした観光施策

選手や他国文化とのふれあいイベントなどの実施

試合会場への立候補

興味・関心がない

「関西ワールドマスターズゲームズ2021」の開催にあたり、

行政などに期待すること（回答の多かった６項目）
(N=1,824)

44.7%

24.0%

19.9%

15.0%

14.8%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の活性化

国内外への「堺」のＰＲ

スポーツを活かした観光施策

試合会場、キャンプ地会場への立候補

選手とのふれあいイベントなどの実施

興味・関心がない

「ラグビーワールドカップ2019」「2020年東京オリンピック・パラリンピック」

について、行政などに期待すること（回答の多かった６項目）
(N=1,824)
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○ また、性別・年齢別、就労状況別、運動・スポーツの実施状況別といった属性別に、公共スポー

ツ施設に望むことはそれぞれ異なり、以下のように、複数の属性で回答の多い選択項目がいくつか

見られます。施設整備においては、それぞれのライフスタイルや行動パターンに沿った対応が望ま

れているものと考えられます。 

選択項目（回答者全体の多い順） 回答の多い属性 

早朝、夜間など、利用時間帯を拡大する 20～39歳の男女／男性就労者／女性就労者／学生 

利用手続きや料金の支払い方法を簡潔にしてほしい 男性就労者／女性就労者／学生 

初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事を充実する 女性 40～64歳／女性就労者 

ﾚｽﾄﾗﾝ、ｼｬﾜｰﾙｰﾑなど、ｱﾌﾀｰｽﾎﾟー ﾂのための施設を充実する 女性就労者／運動をしている人 

健康やスポーツに関する情報提供を充実する 女性 40～64歳／運動をしていない人 

託児施設を設置する 女性 20～39歳／女性就労者／運動をしていない人 

 

○ 本市の公共スポーツ施設の数と質についての意見としては、「簡素な施設でいいから数を多くし

てほしい」、「本格的な競技施設、住民が気軽に利用できる施設の整備を同時に進めてほしい」が

30％以上に及び、多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

③スポーツ指導者に対するニーズ 

■ スポーツに対する関心を呼び、健康づくりのための運動指導のできる人が望まれている。 

○ 本市内に必要だと思うスポーツ指導者としては、「スポーツの楽しみ方や興味・関心の湧く指導

ができる人」（53.9％）、「健康づくり・体力づくりの運動･スポーツ指導ができる人」（47.9％）と

回答した人が 50％前後に及び、多くなっています。 

39.1%

31.3%

6.9%

18.6%

簡素なスポーツ施設でもいいから数を多くしてほしい

本格的な競技施設、住民が気軽に利用できる施設の整備を同時に進めてほしい

ある程度整備費用はかかるが、本格的な競技施設がほしい

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

堺市の公共スポーツ施設の数と質の充実についての意向 (N=1,824)

39.0%

37.8%

22.0%

21.9%

20.3%

18.9%

17.5%

16.0%

12.5%

11.3%

9.1%

7.2%

7.1%

19.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用料金を安くしてほしい

身近に利用できるように施設を増やす

早朝、夜間など、利用時間帯を拡大する

利用手続きや料金の支払い方法を簡潔にしてほしい

初心者向けのスポーツ教室やスポーツ行事を充実する

ﾚｽﾄﾗﾝ､ｼｬﾜｰﾙｰﾑなど、ｱﾌﾀｰｽﾎﾟｰﾂのための施設を充実する

利用案内などの広報を充実する

駐車場を広くしてほしい

施設の整備（空調・用具等）を充実させてほしい

健康やスポーツに関する情報提供を充実する

施設を大きくしてほしい

指導者を配置する

託児施設を設置する

特に望むものはない

堺市内の公共スポーツ施設に望むこと(選択項目) (N=1,824)
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○ スポーツボランティア活動に対する関心度については、「活動を知らない」（35.4％）や「必要性

は認めるが、あまり関心はない」(21.0％)、「関心はあるが、今のところ活動する気はない」(19.4％)

が多く、スポーツボランティアとして活動してみたいと回答した人は 6.5％に止まります。 

 

④今後のスポーツ推進施策に対する市民ニーズ 

■ 年齢層にあったスポーツの普及、施設の整備、広報・情報発信の強化、スポーツ教室や競技大会など

の開催が望まれている。 

○ スポーツの推進に向けて注力するべきこととしては、「年齢や体力などに応じてスポーツができ

る場の提供」が 46.4％と他の項目よりも突出して多く、次いで「公共スポーツ施設の整備」「スポ

ーツに関する広報・情報発信の強化」「スポーツ教室や競技大会などの開催」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５．自由意見回答                              

 自由回答欄には、373 人の方から、431 件の意見がありました。主な内容は次の通りです。  

①運動・スポーツの機会、各種教室・イベントについて［65 件］ 

＊ １人でも気軽に行けるスポーツ教室があればもっと参加しやすい など 

②広報、情報提供の充実・強化について［45 件］ 

＊ 堺市内のスポーツ教室の情報をもっと発信してほしい など 

③スポーツ関連施設の整備・充実について［78 件］ 

＊ 区ごとに同じようなスポーツ施設を整備してほしい など 

④施設の運用、利用条件の改善について［78 件］ 

＊ 民間フィットネスクラブのように夜遅くまで開けてほしい など 

⑤スポーツに関わる人材の育成、派遣について［26 件］ 

＊ トレーナーやスポーツボランティアをもっと地元に派遣してほしい など 

⑥スポーツを取り巻く環境づくりについて［107 件］ 

＊ 働きざかりの人々が健康に過ごせるようなスポーツ推進策を考えてほしい など 

⑦その他の回答［25 件］ 

＊ 地域やご近所との「つながり」を持つ施策が必要だと思う など  

46.4%

25.7%

25.6%

24.5%

21.4%

21.2%

19.8%

11.3%

9.5%

7.9%

6.3%

5.2%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

年齢や体力などに応じてスポーツができる場の提供

公共スポーツ施設の整備

スポーツに関する広報・情報発信の強化

スポーツ教室や競技大会などの開催

地域のスポーツクラブの育成・支援

健康・体力相談やトレーニング指導などサービス提供

学校体育施設の開放

コーチなど指導者の養成

スポーツを通じた交流の推進

世界選手権大会など大規模なイベントの誘致・開催

指導者を紹介・活用する制度の充実

プロスポーツチームの創設・招致

トップレベルチームへの支援

スポーツ推進に向けて注力するべきこと(選択項目) (N=1,824)
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